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■ 点  鐘        濱田 聖子 会長 

■ ロータリーソング   「我等の生業」 

 

 ソングリーダー   貝嶋 政治  君 

■会長挨拶       濱田 聖子 会長 

 

ベイＲＣの皆様、講師の先生、こんば

んは！先週のお茶会例会はいかがで

したか？クラブ委員の貝嶋直前会長

のお陰で、表千家同門会副支部長の奥

様とのご縁ができ会員の皆様の前で

お点前をして頂き良い経験と思い出

が出来ました。貝嶋直前会長有難うご

ざいました。 

そして 10／8.9 地区大会には遠い所 

ベイＲＣ16名登録でした。そして正面

の壇上の葭本パストガバナー、漆崎パ

ストガバナー2 名の姿に、会長として

鼻が高く誇りに思いました。 会員の

皆様、地区大会ご出席ありがとうござ

いました。お疲れ様でした。さて今日

は社会・青少年育成委員担当によりま

す卓話例会です。 

釧路工業高等専門学校国際交流副委

員長、情報工学分野准教授の中島陽子

先生を講師にお迎えしての卓話です。 

高専には 22年間華道を通してお世話 

になっています。6 月には留学生が日

本の伝統文化である華道の体験授業

に今年もタイ、フィンランドより 8名

の留学生を迎えました。第一印象です

が背が高く体格が大きく、肌の色も日

本人とは異なり、正座をするのが難し

２０２２－２０２３年度 第１４回（通算第１１５９ 回） 

プログラム『卓話例会』【担当】社会青少年委員会 

■日時：令和４年１０ 月１１日（火）１８時 30分～ ■例会場：ANA クラウンプラザホテル釧路 

【会長】濱田 聖子 【副会長】春日 賢二 【幹事】千葉 潔 【副幹事】遠藤 若枝 
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い方が多いです。その留学生の華道の

授業です。サ～英語を話せない私です。

瞬間ドキドキして私の自己紹介です。

マイネームイズ聖子濱田から始まり

ました。授業は留学生達に大きな声で

身振り、手振りで花の生け方を伝える

のです。 さすがにそれぞれの国の優

秀な学生さん達です。おじける事も無

く、私の手振りに真剣に目を輝かせて

います。勘の良さでしょうか、身振り

手振りがスーと伝わりＯＫ、ＯＫのサ

インで授業が進みます。又その通訳と

して今日の講師の中島陽子先生に助

けて頂いています。肌の色も言葉も違

う此の留学生達の頭の中には、素晴ら

しいコンピューターが入っているの

か…と感心するばかりでした。自分の

生けた花に満足げに授業が終わるの

です。その花を玄関とか職員室に飾る

ようです。人類はみな同じだと、さわ

やかな達成感を得ました。 目の前の

小さな、出来事がロータリーで歌う

「みんなで手をつなごう」…と、心地

よい瞬間でした。留学生の授業のお話

を致しました。  

■ 幹事報告     千葉 潔  幹事 

 

1. 国際ロータリー第 2500 地区ガバナ 

ー事務所より RLI 開催のお知らせと、参

加のお願いが届いております。内容に関

しましては、ＺＯＯＭ 形式 にて、3 日

間開催し 第 1 回目は 11 月 13 日(日) 

に予定しております。どなた様でも参加

頂けますのでご希望の方は幹事までご連

絡下さい。締め切りは 10 月 21 日で

す。多くの方のご参加をお待ち申し上げ

ております。宜しくお願い致します。 

2. また、10 月 9 日の地区大会に、ご 

登録・ご出席のクラブ会員の皆さま、そ

して漆崎副ガバナー、葭本パストガバナ

ー、旭川までのご参加、大変お疲れ様で

した。また、それぞれの方が安全運転で

無事に帰釧されました事に安堵し、感謝

申し上げます。ありがとうございまし

た。 

3 さて、本日は釧路工業高等専門学校 

国際交流副委員長 情報工学分野 准教授 

中島陽子 様を講師としてお招きをして

の例会でございます。ご多忙の中お越し

頂きまして、誠にありがとうございま

す。本日は宜しくお願い致します。 

■委員会報告 

会計 池田 圭樹 君 

 

10 月 17 日月曜日にガバナー事務所の

閉所式神事を執り行いますので御参

加お願いします。 
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ロータリー財団理事委員長 森圭一郎 君 

 

11 月 1 日のロータリー財団例会で例

年と同様に 1人 100ドル以上の御寄付

をお願い致します 

親睦活動委員会 委員長 大越 卓也 君 

 

 

★本日のニコニコ献金 2４,000円   

  累計３５７，０００円 

小銭献金 430円 累計 2,887円 

【中島陽子先生よろしくお願いします。 

 地区大会お疲れさまでした】 

濱田聖子さん、千葉潔君、池田圭樹君 

遠藤若枝さん、春日賢二君、後藤義信君 

森圭一郎君、葭本正美君、貝嶋政治君、 

鈴木敏夫君、澤田雅仁君、大越卓也君 

【地区表彰を終えて】 

漆崎 隆君 

  

 

改めまして こんばんは！ 

今日は社会・青少年委員会、担当によ

ります卓話例会です。理事委員長の濱

田です。今回は釧路工業専高等専門学

校国際交流副委員長並びに情報工学

分野准教授、中島陽子先生を講師に迎

えての卓話です。工業高等専門学校に

は華道を通して 22 年間お世話になっ

ております。 昨年度は茶道部、今年

度は茶道部、華道にベイロータリーク

ラブの社会・青少年育成事業で青少年

育成のお手伝いを出来る喜びを感じ

ています。 

学校に行くつど思うのですが高専の

学生たちは、規律を保ちながらも自由

に伸び伸びと活動する学生達です。 

その学生たちに接するたびに、とどま

ることを知らない可能性と若さを心

地良く眺め味わっております。 

それでは中島陽子先生よろしくお願

いいたします。  

 

本日のプログラム 

（卓話例会） 

担当   社会青少年委員会 
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釧路工業高等専門学校 国際交流副委員長 

情報工学分野 准教授 中島 陽子 様 

   

本日は、釧路高専の国際交流について

ご紹介したく思います。釧路高専では

1997 年からこれまでに約 150 名の外

国人留学生を受け入れており、また、

2011 年から約 80 名の学生を海外短期

留学へ送り出しています。受入留学生

におきましては、国費留学生、政府派

遣留学生、私費留学生それから 2011年

からは 3ヶ月と 1ヶ月半の短期留学生

を含みます。 

派遣学生におきましては、協定校３校、

他高専主催国際交流プログラムや高

専機構本部主催プログラムを含んで

おり、10カ国への派遣実績がございま

す。本校が交換留学と学術協定を締結

している大学が 3 校ございます。 

フィンランドのトゥルクにあるトゥ

ルク応用科学大学（TUAS）、タイのキン

グ・モンクット工科大学（KMITL）と泰

日工業大学（TNI）です。 

どの大学も工学系の大学であり、主に

研究プロジェクトや授業の聴講を通

して交換留学を行なっています。この

3 年間コロナ禍で中断していた国際交

流を今年度再開することができまし

たので、2022年度の本校の国際交流に

ついて少しお話しさせていただきま

す。 

今年度は、TUASから 4 名、KMITLから

4 名の短期留学生が 5 月〜8 月に来校

しました。 

専門分野の研究室に配属され専門プ

ロジェクトに取り組みました。その他

に、特別授業として、書道、日本の歌、

阿寒川河口石炭探索、茶道・華道、4年

生の授業にも参加していただき日本

文化にも触れていただきました。また、

7 月に行われた釧路高専オープンキャ

ンパスでは交換留学予定の本校学生

と一緒に企画をし中学生のみなさん

に釧路高専の国際交流について伝え

ていただきました。 

次に、派遣留学についてお話しさせて

いただきます。 

今年度は、タイの KMITL と TNIに希望

をした 5 名が 25 日間の短期留学をし

ました。KMITL は専門プロジェクトに

取り組み、TNI は英語で授業を行う

International College の Data 

Science and Analytics コースの授業

を受講しました。 

TNI へ短期留学をした 2 名の学生の感

想ですが「英語を話すことに抵抗が少

なくなった」「英語に対するモチベー

ションが向上した」「専門科目の内容

も英語で聞くことにより理解しよう

とする意識が向上した」「クラスメイ

トと時々ビデオ通話してコミュニケ

ーションの持続をしている」「英単語

を調べるようになった」「大学編入後

はもっと長い留学を目指したい」「実

習系の授業方法が自分に合っていた」
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など短期留学前からの変化があった

ようです。 

さらに，「最終日のクラスメイトとの

別れがこんなに辛いものになるとは

予想外だった」というように大変充実

した 25日間を過ごしたようです。 

短期留学終了後も、秋のオープンキャ

ンパスでは TNIのクラスメイトとオン

ラインイベントを企画し中学生に釧

路高専の国際交流について体験して

いただいたり、茶道部では TNI の

Japanese and East Asian 

Civilization という授業の中で華道

のデモンストレーションとお互いに

生けたお花を紹介し合いました。 

また、研究室内においても国際学会で

発表する学生が増えるなど、国際交流

活動が学生の次のステップを踏み出

している様子がうかがえます。わずか

受入 3 ヶ月、派遣 25 日間という短い

期間ではありますが、学生の吸収力や

適応能力がものすごく、急成長を感じ

ましたし、高専らしい専門科目を通し

ての英語と新しい専門知識の獲得が

なされていることを実感しておりま

す。何よりも彼らの将来へのモチベー

ションが上がったという言葉に本当

に嬉しく思います。異文化理解や国を

超えて交流することで自分自身の視

野が広がり学んでいる技術をもって

社会貢献、次世代リーダを目指す学生

の環境を持続していけたらと思いま

す。”グローバルエンジニアを目指す” 

~ 釧路から世界へ！ ~ 

本日はどうもありがとうございまし

た。 

 

《私の楽しみ♪》平野 知子 

～こう見えて一途なんです(笑)～ 

私の楽しみということで、自分にと

って今年の誕生日が一番の誕生日プ

レゼントとなったことをお話します。 

７月１６日・１７日 京セラドーム 

８月７日 東京ドームに行ってきま

した。目的は某ジャニーズのコンサー

トです。同じコンサートに３回行きま

した。(８月６日のチケットは、はずれ

てしまい行けませんでした。) 

同じコンサートに３回も？と思わ

れるかもしれませんが、MCが面白くて

毎回違うので、ファンとしては何度で

も行きたくなるのです。その中でも私

の誕生日の７月１７日！！この日は

絶対チケットが当たると信じて申し

込みをしました。無事チケットも当た

り、あとはアリーナに入れたらいいな

と思いつつ・・・ 

席はアリーナとはならず、スタンド 1

階でした。そこまで甘くはなかったで

すが、誕生日に好きな歌手のコンサー

トが生で観れることは私にとって、 

とても幸せでした。この日は KinKi 

Kids のデビュー２５周年コンサート

でした。２０周年の時も横浜スタジア

ムに行ってきました。 
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小学生の時は光 GENJIが好きなことも

ありました。その後、もうジャニーズ

は好きにならないぞと思いつつ・・・ 

大人になり２０００年に KinKi 

Kids のファンになってしまいました。 

真駒内屋外競技場のコンサートに

初めて行き、それから２２年ずっとフ

ァンです。同じジャニーズでもスマッ

プや嵐などには浮気せず一筋です♬ 

チケット入手困難と言われているミュージ

カルを観に帝国劇場に行ったり、年末には

ジャニーズカウントダウンで東京ドームに

も行っていました。私が札幌で乗っている

軽自動車のナンバーは希望ナンバーでずっ

と【５１―５１
こういちーこういち

】です。←堂本光一が好き

なので(笑)今後もチケットが取れたら中々

札幌に来ないので、東京でも、大阪でも遠征

する予定です。 

 

例会風景 
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 鈴 木 さ ん お 体 に 気 を つ け て

 

  

倉茂さん慣れましたか？ 

 

 

 

 

    親睦打ち合わせ 

 

 

後藤委員長出席報告 

 

 

 

 

  釧路ベイロータリークラブ出席委員 

在 籍 会 員 数 ２１名 賜 暇 / 免 除 欠席 / メイクアップ 出 席 率 

今 週 の 出 席 率 
出席 

１６名 
名 /１名 ４名 / 名 ８０％ 

 日 修正出席率   名 名 / 名 名 / 名 ％ 

 

 会報・雑誌・IT委員長   横山   豊：yokoyama_jiritsu@email.plala.or.jp            クラブ事務所 

      副委員長    伊藤 広樹 ：landito@peace.ocn.ne.jp       釧路市幸町14丁目1-1ノースコートサンスイ２F   

委     員    森 圭一郎：fujitokenkogyo@purple.plala.or.jp   TEL：（0154）23-6175  FAX：(0154)23-6213 

       委    員    後藤 義信：yoshinob510@outlook.com         URL://www.rc-kushiro.jp/bay/ 


